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WB 1:500-1:1000,IHC 1:50-1:100,ICC/IF 1:50-1:200,ELISA 1:5000-1:20000

Calculated MW: 67 kDa; Observed MW: 70 kDa

MAP3K7

MAP3K7; TAK1; Mitogen-activated protein kinase kinase kinase 7; Transforming growth
factor-beta-activated kinase 1; TGF-beta-activated kinase 1
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	熱ショック処理したJurkatライセート中のTAK1をTAK1抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンは合成ペプチドでブロッキングした。
	

	TAK1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧・高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用しました。右側はブロッキングペプチドを添加したサンプルです。
	

	Tak1抗体（赤）およびDAPI（青）を使用したラット腎臓におけるTAK1の免疫蛍光分析。
	

	Tak1抗体（赤）およびDAPI（青）を使用したマウス腎臓におけるTAK1の免疫蛍光分析。

